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日本のクルーズ船寄港に関する状況
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注1） 出入国在留管理庁の集計による外国人入国者数で概数（乗員除く）。
注2） １回のクルーズで複数の港に寄港するクルーズ船の外国人旅客についても、（各港で重
複して計上するのではなく）１人の入国として計上している。
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○2022年の訪日クルーズ旅客数はゼロ、我が国港湾への寄港回数は前年比71.4%増の720回 （全て日本船
社）となった。（速報値）

訪日クルーズ旅客数 クルーズ船寄港回数

（速報値）
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我が国では、2020年3月以降、国際クルーズの運航が停止しておりましたが、この度、関係業界団体による
ガイドラインが策定・公表され、日本における国際クルーズの受入再開に向けた準備が整いましたので、お
知らせいたします。

国際クルーズの受入を再開します

～国際クルーズ運航のためのガイドラインが策定されました～

本年9 月26 日に、政府の新たな水際対策の緩和措置として、「現在、国際線を受入れていない空港・海港について、今後
の就航予定に応じ、地方公共団体等の協力を得つつ、個別港ごとに受入に係る準備を進め、これが整い次第、順次、国際
線の受入を再開する」ことが発表されました。

これを受け、外国クルーズ船社の業界団体である日本国際クルーズ協議会が「国際クルーズ運航のための感染拡大予防
ガイドライン（第１版）」を作成し、また、本邦クルーズ船社の業界団体である日本外航客船協会が国際クルーズに対応した
「外航クルーズ船事業者の新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン（第８版）」を、日本港湾協会が国際クルーズに対
応した「クルーズ船が寄港する旅客ターミナル等における感染拡大予防ガイドライン（第８版）」をそれぞれ改訂しました。

国土交通省では、これらのガイドラインの内容について、感染症や危機管理等の専門家の方々からご意見を頂くとともに、
関係省庁と確認いたしました。本日（11/15）、各団体よりガイドラインが公表され、日本における国際クルーズの受入を再開
することとなりましたのでお知らせいたします。

今後は、各クルーズ船社が、寄港を予定している港の関係者と受入れに関する協議を行い、合意を得た上で、順次運航を
再開することとなります。



国際クルーズ運航に関するガイドライン
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寄港地における受入体制の構築・クルーズ船の寄港検討

○ワクチン接種：
・全乗組員の3回接種及び乗客の95%以上

が2回接種の1次予防接種（ブースター接
種を強く推奨等）

○乗船前検査とスクリーニング：
・乗船前３日以内PCRまたは抗原定性陰性

（自己検査も可）の結果を提示等

○船内での感染予防対策：
・客室、レストラン、劇場等での感染予防

対策（マスク、消毒、換気等）

○船内での衛生管理：
・各運航会社がプロトコル（新型コロナウイ

ルス感染症対応計画）を整備等

○乗組員の対応：
・プロトコルに基づき感染防止策に関する

教育・訓練を実施等

○有症者及び濃厚接触者発生時の対応：
・有症者を検査し、陽性であれば濃厚接

触者とともに隔離を実施
・全ての乗客・乗員の健康状態を確認し、検
疫所に送付・報告するとともに、検疫所が
求める所定の様式により通報

・船内での感染拡大防止が可能であると船
医が判断する場合は、船内隔離を継続

・隔離期間終了前にクルーズが終了する場
合、可能な限り船内隔離の継続を実施等

○運航警戒基準：
・過去7日間の感染者の累計割合に基づ

き運航警戒レベル（Tier1-3）を設定し、
レベルに応じた対応を実施

・10%以上となるTier3で、運航を短縮
・運航警戒レベルに拘わらず、新型コロナ

ウイルス感染症の症例が、医療資源を
逼迫する可能性がある場合などは、運
航短縮を検討等

「外航クルーズ船事業者の新型コロナ
ウイルス感染予防対策ガイドライン」
(日本外航客船協会) ※2022年11月15日第八版

「国際クルーズ運航のための感染拡大予防ガイドライン」
(日本国際クルーズ協議会(JICC)) ※2023年2月27日第2版

合意
国際クルーズ

再開

○旅客ターミナル等全般の感染防止

○ターミナルビルの従業者の感染防止

○乗船時の感染防止

○下船・一時上陸時の感染防止 等

「クルーズ船が寄港する旅客ターミナル等
における感染拡大予防ガイドライン」

(日本港湾協会) ※2022年11月15日第八版

○乗船前検査とスクリーニング

○船内での感染予防対策

○船内の衛生管理

○乗組員の対応

○有症者及び濃厚接触者発生時の対応

○運航基準

○ 国土交通省において、感染症や危機管理の専門家等の意見を聞きながら、関係業界団体が作成したクルーズ船及び受入
港の感染症対策に関するガイドラインを監修。

○ 今後、クルーズ船社が、寄港予定の港の関係者と受入に関する協議を行い、合意を得た上で、順次運航再開を予定。



外国クルーズ船社による国際クルーズ運航予定①
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外国クルーズ船社による国際クルーズ運航予定②
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外国クルーズ船社による国際クルーズ運航予定③

6出典：日本国際クルーズ協議会（JICC）



外国クルーズ船社による国際クルーズ運航予定④

7出典：日本国際クルーズ協議会（JICC）


